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雲
南
病
院
だ
よ
り

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
昨
年
の
今
頃
は
、
ま
さ
か
現

在
の
よ
う
な
状
況
に
な
ろ
う
と
は
、
誰

一
人
と
し
て
思
わ
な
か
っ
た
事
が
起
き

た
激
動
の
一
年
で
し
た
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
と
い
う
目
に
見
え
な
い
相
手
と

の
闘
い
で
す
。

　

今
や
世
界
中
が
衆
知
を
集
め
て
制
圧

に
向
か
っ
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら

決
定
打
は
見
い
だ
せ
て
お
ら
ず
、
開
発

の
進
み
つ
つ
あ
る
ワ
ク
チ
ン
の
完
成
、

効
果
も
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

不
透
明
感
が
漂
い
ま
す
。

　

国
も
自
粛
要
請
や
新
し
い
生
活
様
式

な
ど
の
方
針
を
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
本

当
に
正
し
い
方
向
に
進
ん
で
い
る
か
は
分

か
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
「
新
型
＝
イ
コ
ー
ル

こ
れ

ま
で
誰
も
経
験
し
て
い
な
い
」か
ら
で
す
。

新
型
で
あ
る
が
故
で
し
ょ
う
か
、
今
回

の
ウ
イ
ル
ス
は
人
の
心
も
蝕
む
様
で
す
。

　
「
同
調
圧
力
」や「
自
粛
警
察
」な
ど
、

緊
急
事
態
で
先
が
見
え
な
い
不
安
も
重

な
る
が
故
に
、
人
間
の
本
性
が
現
れ
て

し
ま
う
こ
と
も
悲
し
い
現
実
で
す
。

　

当
面
は
社
会
全
体
が
当
事
者
意
識
を

持
っ
て
危
機
感
を
共
有
し
て
立
ち
向
か

う
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

当
院
も
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
翻
弄
さ
れ
ま
し
た
が
、
相
手
の
手

の
う
ち
や
弱
点
は
徐
々
に
分
か
っ
て
き

て
い
ま
す
。
常
に
新
し
く
、
正
し
い
情

報
を
手
に
入
れ
、
正
し
く
恐
れ
こ
の
禍

を
乗
り
切
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
私
た
ち
が
直
面
す
る
問
題
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。国
の
進
め
る
地
域
医
療
構
想
、

す
な
わ
ち
現
状
の
医
療
提
供
体
制
を
需

要
に
合
わ
せ
て
再
構
築
す
る
こ
と
を
め

ざ
し
た
制
度
の
こ
と
で
す
。
そ
の
完
成

目
途
と
さ
れ
る
令
和
７
年
が
迫
っ
て
い

ま
す
。
地
域
に
と
っ
て
デ
リ
ケ
ー
ト
な

問
題
で
あ
る
が
故
、
先
送
り
感
も
あ
り

ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
を
機
に
、
医
療
崩
壊
を
防
ぐ

た
め
に
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
議
論

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
当
院
は
、
今
日
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
を
含

め
、
地
域
の
皆
様
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
地
域
づ
く
り
を
第
一
義
に
、
本
年

も
変
わ
ら
ず
雲
南
地
域
の
医
療
体
制
の

維
持
、
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
良
い

年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
、
祈
念
致

し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
一
色
の
一
年
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
昨
年
の
お
正
月
頃

に
は
、
中
国
武
漢
市
で
の
局
地
的

な
流
行
で
あ
っ
た
も
の
が
、
瞬
く

間
に
全
世
界
に
広
が
り
、
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
と
な
り
ま
し
た
。
我
が
国

で
も
東
京
を
は
じ
め
、
都
市
部
で

感
染
が
広
が
り
、
都
市
封
鎖
に
は

至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
日
本
中

が
完
全
に
自
粛
ム
ー
ド
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
も
、
ま
さ
か
の
延
期
と

な
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
数
百
年
に

一
度
の
厄
難
と
言
う
べ
き
、
こ
の

コ
ロ
ナ
禍
の
一
年
で
し
た
。
し
か

し
現
在
も
ま
だ
収
束
の
域
は
見
え

ず
、
第
三
波
の
真
っ
只
中
に
あ
り

ま
す
。
感
染
多
発
地
域
で
は
、
医

療
崩
壊
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
、
島

根
県
の
状
況
も
ど
う
変
化
す
る
か

予
測
不
能
で
あ
り
、
全
く
油
断
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

雲
南
市
立
病
院
で
も
、
こ
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対
策
と
し
て
、入
院
の
面
会
制
限
、

来
院
者
へ
の
検
温
、
マ
ス
ク
着
用

の
徹
底
な
ど
、
皆
様
に
は
大
変
ご

負
担
を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
は
来
院
さ
れ
る
皆
様
の
安
全

を
担
保
す
る
た
め
と
、
ご
理
解
い

た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。
皆

様
に
安
心
し
て
、
ま
た
安
全
に
受

診
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
わ
が
雲

南
市
立
病
院
は
、
こ
れ
か
ら
も
全

力
で
、
必
要
十
分
な
感
染
対
策
を

講
じ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
“
丑う
し

年
”
の
“
丑
”
は

「
我
慢
（
耐
え
る
）」
や
「
発
展
の

前
振
れ
（
芽
が
出
る
）」
を
表
す

文
字
と
の
こ
と
で
す
。
現
在
わ
れ

わ
れ
が
耐
え
忍
ん
で
い
る
、
こ
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
と
そ
の
影
響
が
で
き
る
だ
け
早

期
に
収
束
す
る
こ
と
を
願
い
ま
し

て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

介護福祉士という職業を選んだきっかけは？
　同居していた祖母はもともと心臓が弱く、身体が病
弱な状態であったため、将来介護が必要になったとき
にお世話になった祖母のために役立つのではないかと
思い、まずはホームヘルパーの資格を取得しました。
入職時は回復期リハビリ病棟へ配属でしたが、療養病
棟への異動をきっかけに回復期とは違う、心身の機能
が低下し終末期を迎えられる方などの療養を支えてい
くためには自身のスキルを上げ、さまざまな学習が必
要と考え、介護福祉士という職業を選びました。

普段どんな仕事をしていますか？
　患者さんの入院生活援助、主に排

はい
泄
せつ
、入浴、食事介

助、レクリエーション、環境整備など患者さんの身の
回りのお世話（介護）を中心に携わっています。

雲南市立病院で働いてみての感想は？
　当院で働く前は別の仕事をしていたので、最初は仕
事や環境に慣れることができるのか不安がありまし
た。しかし、実際に働いてみると病棟の雰囲気も良く、
何よりも患者さんに対して多職種の職員で関わること
で、チーム
ワークが生
まれ、より
協力してお
世話（介護）
することが
できていま
す。

今後、どのような介護福祉士になりたいと
思っていますか？
　患者さんの生活の場として、穏やかに過ごせるよう
な介護サービスの提供をしていきたいと思います。ま
た、自分の知識や技術の能力を高め、患者さんに安心
感を与え、寄り添い、患者さんから一番身近な存在で
ある介護福祉士になれるよう頑張りたいです。

介護福祉士の仕事のやりがいを教えてください。
　日々、患者さんとのコミュニケーションを大切にし
ています。その中で患者さんのちょっとした笑顔、い
つもよりたくさんの言葉や目での合図、手の動きなど、
普段と違うところを発見したりできることに喜びとや
りがいを感じています。

病院で働く

 医療のプロフェッショナル

　病院では、治療を行う医師や看護師をはじめ、さまざまな職種
のスタッフが働いています。
　その多くは専門性の高いスキルや知識が必要で、国が認める国
家資格を有していなければ就けない職種がほとんどです。日進月
歩の現代医療に携わる仕事であるために、常に専門知識を磨く努
力をする必要があり、高度な専門技術に加えて、コミュニケーショ
ンスキルや人間性なども求められます。また、一人の患者さんに
複数の医療スタッフが連携して、治療やケアを行う「チーム医療」
にも取り組んでいます。

介護福祉士の仕事について
～介護福祉士・福

ふ く し ま

島美
み な こ

奈子（取得後９年目）～

新年のごあいさつ

病
院
事
業
管
理
者　

大お
お　

谷た
に　

　

順
じ
ゅ
ん

院　

長　

西に
し　
　

英ひ
で　

明あ
き

FILE:15

Interview

体位交換の様子 食事介助の様子
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【医療療養病棟とは】
　急性期の治療を終えても引き続き医療提供の必要性
が高く、在宅や施設での生活が難しく病院での療養が
必要な患者さんに利用していただく病棟です。酸素吸
入・人工呼吸器・頻回な吸引・褥

じょく
瘡
そう
処置などを行って

いる患者さん、また、指定難病で在宅での生活が困難
な患者さんや緩和ケア・ターミナルケア（看取り）な
ど療養上重要度の高い患者さんのお世話から、退院支
援（施設入所）まで幅広く、安心と真心の看護・介護
を提供しています。
　　
【病棟の特徴】
療養環境 �
　入院されている患者さんに入院中であっても季節感
を少しでも味わってもらえるよう、雛祭り、七夕、紅
葉、クリスマス、お正月など四季折々の風景などを手
作りの壁飾りにし、病棟内に展示しています。

入浴環境 �
　当病棟にはミスト浴（洗髪機付きシャワードーム）
を設置しており、浴室空間も広く明るく、また音楽を
聴きながら入浴できることから、患者さんからは大変
好評をいただいています。

　このミスト
浴では清潔が
保たれ褥瘡の
完治も早いで
す。

食事環境 �
　経口摂取ができる患者さんはデイルームで職員と話
しをしたり、テレビを見ながら食事をしていただきま
す。こうすることで生活リズムができ、食事摂取量が
増える方が多いです。また、胃

い
瘻
ろう
・腸

ちょうろう
瘻の患者さんは

お部屋で栄養剤注入による食事をされますが、時々リ
クライニング椅子やベッドでデイルームに移動して注
入による食事をしていただくこともあります。

【最後に】
　当病棟は患者さんに寄り添い、ゆっくり時間をかけ
て関わる病棟です。今後、高齢化社会の課題に取り組
みながら、当院の中での医療療養病棟の役割を考え、
職員一同がそれぞれの個性を生かし、きめ細やかな看
護・介護を提供していきます。

先日いただいた質問はこれです。

「つながりって何故大切ですか？」
　普段当たり前のように感じている「つながり」という
言葉ですが、調べるといろいろな定義があるみたいで
す。改めて、「なぜ大切か」と聞かれると、感覚的に
は大切だと感じますが具体的にどれだけ大切かという
と意外と答えられる方は少ないのではないでしょうか。
　今回は、つながりの重要性について具体的に紹介し
ます。
　最も重要なのは、

「日頃の人との付き合いがなくなることは
� 大きな健康被害になる」
� ということです。
　具体的にいうと、日頃仲良くしている方々と会わな
くなったり、関係性が乏しくなったりすると、健康に
大きな影響が出るとされています。親しい方と会わな
くなることはタバコ(15本/日)を吸っているのと同じ
ぐらいの健康被害があるとされています。これはアル
コールを毎日飲んだり、肥満になったりするよりも大
きな健康被害です。
　よく、仕事勤めをしている会社員の方や仕事場での

人間関係が多かった方が仕事をやめた後に、健康を崩
すことが多いのは、この「人とのつながり」の喪失が
関係しているとされています。この傾向は男性の方が
強いようで、女性は普段から地域で関係づくりが活発
にされていることが好影響を与えているようです。
　もちろんこの健康被害はずっと続くわけでなく、新
しい人間関係や退職後の地域でのつながりの回復に
よって、元に戻るとされています。
　新型コロナウイルスの感染拡大が続く中で、多くの
高齢者が地域での活動の自粛を頑張って続けていま
す。もちろん、感染対策は必要です。しかし都会とは
感染状況が異なる中山間地域では、地域の感染状況な
どを考えながら、地域自主組織の活動を今までのよう
に続けていくことが今後の地域の健康にとって重要か
もしれません。

　
11
月
27
日
㈮
、
速
水

雄
一
前
市
長
（
前
開
設

者
）、
藤
井
勤
前
副
市

長
に
こ
れ
ま
で
の
功
績

を
称
え
て
感
謝
状
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

　
速
水
前
市
長
は
、
市

立
病
院
の
初
代
開
設
者

と
し
て
、
市
立
病
院
へ

の
経
営
移
管
や
組
織
体

制
の
変
更
を
は
じ
め
、

新
病
院
建
設
事
業
や
病

院
経
営
の
根
幹
と
な
る

医
師
の
招
聘
な
ど
多
大

な
る
支
援
と
ご
尽
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
藤
井
前
副
市
長
は
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
評
価
委
員

会
を
は
じ
め
、
病
院
建
設
検
討
委
員
会
な
ど
病
院
運
営
の
重
要

施
策
に
参
画
さ
れ
、
多
大
な
る
ご
貢
献
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
お
二
人
の
こ
れ
ま
で
の
多
大
な
る
功
績
に
感
謝
し
、
職
員
一

同
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
発
展
さ
せ
、「
地
域
を
支
え
る

病
院
・
地
域
医
療
日
本
一
」
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

　平成14年４月に介護療養型医療施設（愛称：ふれあい病棟）を開設し、
平成29年７月に医療療養病棟（48床）に転換しました。現在、看護師12人・
介護福祉士４人、介護員６人・病棟薬剤師１人・病棟栄養管理士１人で患者
さんの療養上のお世話を行っています。

４階中央病棟

病院紹介 地域医療　日本一をめざし
� 頑張ります !

このシリーズでは総合診療医が患者さんからいただいた質問をもとに市民の
皆さんが困っている症状や疑問について解説します。

総合診療医が答える

第10回：「人とのつながりの重要性」
「こんな症状や疑問 持っていませんか？」

佐久総合病院　⼩
こまつ
松裕
ひろかず
和医師提供

感
謝
状
贈
呈

医療体験（高校生）の様子
天の川（７月） 椿とコウノトリ（12月）

中央病棟スタッフ洗髪機付きシャワードーム

花束贈呈


